
   市議会安否確認訓練について（検討事項記入シートまとめ）  令和７年２月１２日実施分 

 

 H30.12 議会基本条例制定後、新型コロナウイルス感染症まん延が落ち着いたこと、前回の議会基本条例の達成状況評価（R05.03 とりまとめ）における課題となっていたことから、市議会として安否確

認訓練を行ないました。 

 

（参考） 議会基本条例の達成状況に関する評価、点検（令和 4 年度）における市議会の評価コメント  

議会基本条例 令和 4年度評価点検における評価コメント 

（災害時における議会の活動） 

第 13 条 議会は、大規模災害等が発生したときは、議長を中心に羽島市議会災害対策本部を設

置し、市内の被害状況等の情報共有を図り、かつ市長等と連携するとともに適切な対応について

協議し、市民の安全確保及び被害の拡大防止に努めるものとします。 

議会としてまとまった訓練を実施した経験がないことが、結果につながったものと見受けられ、議会

としての取り組み強化が課題です。 

 

コロナ禍の経験を経て、デジタル化の推進の要素を含め、議会の災害対応力強化に努めていきた

いと考えます。 

（災害時における議員の活動） 

第 14 条 議員は、大規模災害等が発生したときは、議長へ自らの安否及び所在を明らかにするた

め、連絡するものとします。 

2 議員は、大規模災害等が発生したときは、地域における被災者の安全の確保、避難所への誘

導、避難所に対する支援を行う等、地域の一員として共助の取組が円滑に行われるよう努めるもの

とします。 

地域での防災訓練等に参加している議員もいるが、各議員の認識が結果につながったものと見受

けられ、前条（災害時における議会の活動）の趣旨とあわせ、議会としての取り組み強化が課題で

す。 

 

コロナ禍の経験を経て、デジタル化の推進の要素を含め、議会の災害対応力強化につながるよう、

議員力の向上に努めていきたいと考えます。 

 

1. 市議会安否確認訓練における自己評価について（２月１２日実施のことについてお答えください） 

項目 自己評価   

①基本条例および基

本条例達成状況の点

検、評価における課

題について認識する

ことができましたか。 

５段階評価 
５(良い) ４ 
４ １０ 
３ ３ 
２ １ 
１(悪い) ０ 
得点 
７１ 
達成率 
７８．９ 

  

 

項目 自己評価 現状での課題（提出されたシートの記載を転記） 考えうる方策や取り組み（提出されたシートの記載を転記） 

②前回と比べ、訓練

への対応はスムーズ

にできましたか。 

５段階評価 
５(良い) ９ 
３ ８ 
１(悪い) １ 
未回答  
  
得点 
７０ 
達成率 
７７．８ 

・スマホの着信や報せに関心がないため 即応できなかった。 

・課題と言われても対応や取り組みは以前と変わらず実際に被災遭遇しな

いと何とも言えないが、自分的には出来る限り対応・取り組みに傾注したい

と思っています。 

 

・視力の回復に努め 関心の向上を図る。 

・安否確認の次の段階へ進みましょう。 

・その時の状況で対応が変わるので一概に言えない。 

 

 

 



項目 自己評価 現状での課題（提出されたシートの記載を転記） 考えうる方策や取り組み（提出されたシートの記載を転記） 

③基本条例第 13 条

及び第 14 条の趣旨

を認識することができ

ましたか。 

５段階評価 
５(良い) ５ 
４ ８ 
３ ４ 
２ １ 
１(悪い) ０ 
得点 
７１ 
達成率 
７８．９ 

・災害などの有事に備える意識を高めること。 

 

・大型台風の接近時など、実戦に近い状況下での訓練を行う。 

・現在のままで良いと思います。 

・発生の状況で違うのでその都度対応する 

    

項目 自己評価 現状での課題（提出されたシートの記載を転記） 考えうる方策や取り組み（提出されたシートの記載を転記） 

④訓練を通じて災害

発生時等にとるべき

行動について考え、

認識することができま

したか。 

５段階評価 
５(良い) １０ 
４ ４ 
３ ２ 
２ ２ 
１(悪い) ０ 
得点 
７６ 
達成率 
８４．４ 

・わたしは個人的に日頃より災害に備えた装備や備蓄に心がけているの

で、かったるさを感じている。 

  

 

 

・被災地の視察などを行い 危機感を共有するべきである。 

・認識の次の段階へ進みましょう。 

 

 

2. 今回、市議会として５回目の安否確認訓練でしたが、実際に行動を伴う訓練を行ったことを通じて、課題や今後の展開などについて考えがあれば（単なる批評、要望以外で）ご記入ください。 

・偶然にも 安否確認訓練時に 県外や市外にいたため 関りが希薄だった。 

・災害時においては情報共有が重要になると思います。実際に自分がおかれている状況や市内の損傷状況を伝達することも必要になると思いますので、例えば次の訓練では「市内にいる場合は近く

の公共施設の写真を撮って共有」をしてはどうでしょうか。安否報告だけでなく、具体的な行動を伴った訓練も良いかと思います。 

・市民の皆さんと連携の取れる訓練を出来ると良いと思います。 

・次の段階へ進みましょう。 

 

3. その他、市議会の災害対応力をあげる取り組み等について、お気づきのことがあれば（単なる批評、要望以外で）ご記入ください。 

・そもそも、被災時に 災害対策本部が招集されたとき、議会は どのような かかわりや参加をするのか、申し合せておきたい。 

・次の段階へ進みましょう。 

・回数を重ねる。 

 

 


